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Ⅰ .はじめに

　タンザニア連合共和国（以下、タンザニア

と略す）は、アフリカ大陸の東側に位置し（図

1）、インド洋に面する熱帯気候の国であり、

1 年を通して気温は 20 ～ 30℃であるが、近

年の地球温暖化１）により、更なる気温の上

昇化２）は避けられない。特にタンザニアの

都市部であるダルエスサラームは、近年急速

な都市開発が進んでおり、ヒートアイランド

現象も懸念される。このような中で、タンザ

ニアの人々の熱中症発生リスクの急増が懸念

され３）４）、特にスポーツ中に熱中症を発生す

る危険性が高まることが予想される。タンザ

ニアの子ども達の中で近年広まってきた野球

も例外ではなく、タンザニア球児達に熱中症

という症状があるということを知ってもらう

必要がある。熱中症の予防にはさまざまな対

策５）６）が示されているが、その中でも重要

なこととして挙げられるものに適切な水分補

給がある。近年、日本国内の野球選手の水分

補給に関する調査報告は多数みられるが７）～９）、

タンザニア球児に対する報告はみられない。
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　また彼らの野球のパフォーマンス向上のた

めには日ごろの適切な食習慣が必要であり、

特に 10 代の子ども達は成長期でもあるため、

朝食、昼食、夕食、間食を適切に摂ることが

重要である。

　これらのことを踏まえ、本研究ではタンザ

ニアの球児達が安全にかつ最大限なパフォー

マンスで野球をするための基礎的知見を得る

ため、タンザニアの中でも事実上の首都機能

を有し，経済面でも中心的な都市であるダル

エスサラーム地区およびその周辺に居住する

球児達を対象に、野球中の水分補給や熱中症

について調査を行った。すなわち、野球の練

習中や試合中における水分摂取の状況および

熱中症の症状の経験の有無、野球の練習中や

試合中には水分摂取の必要性があることを

知っているか、熱中症という症状があること

を知っているかについてアンケートによる調

査を実施した。さらに朝食、昼食、夕食、間

食の摂取状況を調査した。

Ⅱ．方法

１．調査対象者

　タンザニアの都市であるダルエスサラーム

地区とその周辺の secondary school 5校（azania 

secondary school、dodoma secondary school、

jufudi secondary school、sannyaju secondary 

school、muwanza secondary school）の野球部

の生徒を対象に行った。

２．調査方法

　本調査は 2018 年 12 月にアンケート用紙に

よる無記名自記式の調査方法で実施した。調

査項目は日本語をタンザニア人の言語である

図1.タンザニア地図

図１　タンザニア地図
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表1.対象者の属性表１　対象者の属性



タンザニア人の食生活に関する調査 part Ⅱ　～野球部における練習時の水分摂取状況および食生活状況について～

57

スワヒリ語に翻訳し、タンザニア人によるネ

イティブチェックを行った。配布数 53 枚、

有効回答数 52 名（男子 40 名、女子 12 名）

であった。

３．調査項目

　調査項目は、以下の通りである。（1）属性

（年齢、性別、ポジション）、（2）1 週間の間

の朝食、昼食、夕食、間食の摂取状況、（3）

練習中や試合中における水分摂取必要性の知

識および熱中症の症状の知識、（4）練習中や

試合中の水分摂取状況と種類、（5）熱中症の

症状の経験。なお（2）の「夕食」について

は「夕方のご飯」との勘違いを避けるため、「晩

ごはん」から翻訳をおこなった。

４．統計処理

　統計解析にはエクセル統計を用いた。練習

中や試合中における水分摂取必要性の知識お

よび熱中症の症状の知識に、フィッシャーの

直接確立検定を行った。

Ⅲ . 結果

１．調査対象者

　本調査対象者は男子が 40 名、女子が 12 名

であり、年齢別では 13 歳が 2名、14 歳が 15

名、15 歳が 9名、16 歳が 9名、17 歳が 5名、

18 歳が 9 名、19 歳が 3 名であった。またポ

ジションはピッチャーが 7名、キャッチャー

が 8名、ファーストが 5名、セカンドが 8名、

サードが 6 名、ショートが 11 名、レフトが

7名、センターが5名、ライトが8名であった。

なおポジションは兼務もあるため複数回答と

した。（表 1）

２．朝昼夕間食の摂取状況

　朝、昼、夕、間食の摂取状況を表 2に示す。

男女ともにすべてにおいて「毎日食べる」が

最も多く、特に女子は朝食、昼食、間食で

100％を示した。「時々食べる」「食べない」

と回答した理由を朝食、昼食、夕食、間食別

にしたものを図 2に示す。夕食の「食欲がな

いから」が 4名と最も多く、次に「時間がな

いから」が 3名であった。以下、間食の「痩

せたいから」、「嫌いな食べ物だから」がそれ

ぞれ 2 名、朝食の「食欲がないから」「時間

がないから」がそれぞれ 1名、昼食の「食欲

がないから」が 1名、間食の「食欲がないか

ら」が 1名であった。これらのうち、女子は

夕食の欠食のみであるが、全員が「時間がな

いから」と回答していた。また「その他の理

由」として自由記述欄に記入したものはいな

かった。

３．水分摂取必要性および熱中症の症状の知識

　練習中や試合中での水分摂取の必要性およ

び熱中症の症状についての知識の有無を表 3

に示す。練習中や試合中に水分を摂取する必

要があることを知っている割合は全体で

（複数回答）
図2.欠食理由
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図２　欠食理由

表２　朝昼夕間食の摂取状況

（％）

92.5 100.0 94.2
5.0 0.0 3.8
2.5 0.0 1.9

97.3 100.0 98.0
0.0 0.0 0.0
2.7 0.0 2.0

84.2 75.0 82.0
13.2 0.0 10.0
2.6 25.0 8.0

81.1 100.0 85.7
8.1 0.0 6.1
10.8 0.0 8.2

表2.朝昼夕間食の摂取状況 （％）

92.5 100.0 94.2
5.0 0.0 3.8
2.5 0.0 1.9

97.3 100.0 98.0
0.0 0.0 0.0
2.7 0.0 2.0

84.2 75.0 82.0
13.2 0.0 10.0
2.6 25.0 8.0

81.1 100.0 85.7
8.1 0.0 6.1
10.8 0.0 8.2

表2.朝昼夕間食の摂取状況
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92.3％、男子では 92.5％、女子では 91.7％と

いずれも高い値を示した。一方、熱中症の症

状について知っていると回答した割合は全体

で 25.0％、男子では 30.0％、女子では 8.3％

といずれも低い値であった。

４．水分摂取状況と種類

　練習中や試合中の水分摂取状況について、

図 3 に示す。「喉が渇いたら飲む」と回答し

た人数が 25 名と最も高く、「こまめに摂る」

と回答した人数が 18 名であった。「あまり飲

まない」と回答した人数が 9 名、「全く飲ま

ない」と回答した人数は 0名であった。さら

に、各群の中で「水分摂取の必要性」を「知

らない」と回答した者は「喉が渇いたら飲む」

の中に 2 名、「あまり飲まない」の中に 2 名

いた。「こまめに摂る」の群では、全員が「水

分摂取の必要性」を知っていた。

　摂取する水分の種類を図 4に示す。水道水

を飲む者が最も多く 45 名、スポーツ飲料を

飲む者が 7名、塩水やジュースを飲む者はそ

れぞれ 2名、塩砂糖水を飲む者が 1名、お茶、

牛乳を飲む者はいなかった。また、その他に

飲んでいるものがある場合の自由記述欄に、

オレンジが 1名、ミルクシェイクが 1名いた。

図3.水分摂取の状況と水分摂取の必要性の知識の有無
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（複数回答）
図4.水分摂取に何を飲んでいるか
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図３　水分摂取の状況と水分摂取の必要性の知識の有無

図４　水分摂取に何を飲んでいるか
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表3.水分摂取必要性および熱中症の症状の知識表３　水分摂取必要性および熱中症の症状の知識
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５．熱中症の症状の経験

　練習中や試合中に「くらくらしたことがあ

るか」という質問に対して「ある」「ない」

を選択してもらった。「ある」が 13 名、「ない」

が39名であった。さらにこの結果をポジショ

ン別に分類し比較した。（図 5）「なし」と回

答した割合が最も高値を示したポジションは

セカンドで、100％を示した。次に高値を示

したポジションはショートで、90.9％を示し

た。一方、「ある」と回答した割合が最も高

い値を示したポジションはピッチャーであ

り、57.1％であった。次に高値を示したポジ

ションはサードで、50.0％であった。またレ

フト、センター、ライトは、「ある」と回答

し た 割 合 が、 そ れ ぞ れ 28.6 ％、20.0 ％、

25.0％で、ほぼ同じくらいの値であった。

Ⅳ．考察

１．朝昼夕間食の摂取状況

　朝、昼、夕、間食の摂取率は、すべてにお

いて男女ともに高い傾向にあった。タンザニ

アにおいて、子どものうちから毎日 3食摂る

習慣が定着していることが推測できる。2009

年に山﨑が調査した朝、昼、夕食の摂取状況

でも、同様に 20 歳未満において比較的高い

結果がでており 10）、10 年の間に食事摂取に

ついての大きな変化はないことが示唆され

る。一方で「時々食べる」「食べない」が男

女ともに夕食において高い傾向にあった。一

般的に考えられる生活パターンとして朝食を

食べる時間がない、あるいは朝は食欲がでな

いことが予想され、朝食の欠食が多くなるで

あろうと著者は推測をしたが、それとは異な

る結果であった。2009 年の山﨑の調査結

果 10）においても 20 歳未満の夕食の欠食率が

男子で 20.0％、女子で 16.7％と他の年代に比

べて高い値を示している。今後、タンザニア

の子ども達の食生活の傾向を詳細に調査して

いきたい。一方で、間食の摂取率は高い傾向

にあり、特に女子は 100％摂取していること

から 3食の他に間食を摂取するという習慣も

定着していると考えられる。また、欠食理由

で「痩せたいから」の 2 名は男子であった。

日本人の思春期の痩身志向は女子に多くみら

れる 11）が、タンザニアではその傾向はみら

れないのではないかと思われる。アフリカで

は、太っていることは経済的、身体的に良好

であるという思想傾向にあり 12）、アフリカ

の大学生の肥満嗜好についての調査報告もあ

る 13）。近年の 10代女子の体型嗜好について、

今後更なる調査をしていきたい。またタンザ

ニアというイメージから、欠食理由として「食

べる物がない」あるいは「お金がない」を予

想するが、そのような回答はなかった。この

理由として、近年タンザニア、特にダルエス

サラームは急速な発展をとげていることもあ

図5.ポジション別熱中症の症状の経験
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図５　ポジション別熱中症の症状の経験
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るが、本調査の対象者が、毎日学校に通い、

野球部に所属して活動することができる球児

達であることから、ある程度裕福な家庭であ

ることが考えられる。

２．水分摂取必要性および熱中症の症状の知識

　野球の練習中あるいは試合中に、水分を摂

る必要があることを知っている者は、男女と

もに高値であった。しかし、熱中症の症状に

ついて知っている者は低い傾向にあった。1

年を通して暑い気候であり、地球温暖化によ

り今後ますます気温が高くなることが予想さ

れる中で、熱中症という症状があることや、

その対策の知識を子どものうちから教育して

いくことが急務である。

３．水分摂取状況と種類

　運動時に脱水症を予防するためには、医

学的にもこまめな水分摂取が必要 14）である

が、「喉が渇いたら飲む」と回答した者が最

も多く、次に多い値が「こまめに飲む」であっ

た。また「あまり飲まない」が 9 名おり、

脱水症の危険性が懸念される。子どもは若

年成人より劣った体温調節機能を有すると

の報告 15）もあることから、一定時間毎の適

切な水分摂取が必須である。しかしながら、

練習中や試合中の水分摂取は、球児達の意

志よりも指導者に委ねられる場合が多いた

め、球児達以上に指導者への啓蒙活動が急

務であると考える。

　摂取する水分として最も多かった飲料は水

道水で 45 名であった。ダルエスサラームは

近年、水道環境が急速に整備され、球児達の

通う学校や野球場にも水道が完備されている

ことから、手軽に飲水できる水道水が多かっ

たと思われる。またスポーツ飲料は 7名であ

り、運動時に飲む飲料として定着していない

ことが示唆される。運動時の水分摂取には、

適宜、希釈したスポーツ飲料の活用が推奨さ

れており 14）、タンザニアの子ども達に広く

浸透させることが課題である。塩水、砂糖塩

水を飲んでいる者は、発汗による塩分補給や

エネルギー源としての糖分補給を意識してい

ることが推測されるが、その濃度が適切であ

るかが懸念される。近年、ユニセフと WHO

の合同による‘Rehydration project’で、手作

りの経口補水液（ORS）のレシピ 16）が公開

されており、長時間の練習や試合での脱水症

の予防として手軽に飲用できるため、今後の

啓蒙活動が課題である。

４．熱中症の症状の経験

　練習中や試合中にくらくらした経験がある

者はピッチャーが最も多かった。この要因と

して、個人差、水分摂取状況、当日の体調等

が考えられるが、ピッチャーは途中交代しな

い限り、一番体力を消耗するポジションであ

るため、脱水症や熱中症の危険性が高いこと

が考えられる。次にサード、ファースト、

キャッチャーが高い傾向を示した。キャッ

チャーはプロテクターを身に付けているた

め、他のポジションより暑い環境が避けられ

ない状況にあり、ピッチャー同様に脱水症や

熱中症に気を付けなければならないことが示

唆される。

Ⅴ．要約

　タンザニア連合共和国の都市であるダルエ

スサラームとその周辺地区に居住する

secondary school の野球部の生徒（13 ～ 19 歳、

男子 40 名、女子 12 名）を対象に、朝、昼、夕、

間食の摂取状況、練習中や試合中における水

分摂取必要性および熱中症の症状の知識、練

習中や試合中の水分摂取状況と種類、熱中症

の症状の経験について、2018 年 12 月にアン

ケート調査を実施し、以下の結果を得た。

１．朝、昼、夕、間食の摂取状況では、「毎

日食べる」割合が 4食すべてにおいて男女

ともに高い値を示したが、それらの中で男

女合わせて最も欠食率が高い値であったの

は夕食であった。欠食理由は、夕食の「食

欲がないから」が男子 4名と最も多く、次

に「時間がないから」が 3名で全員女子で
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あった。間食では「痩せたいから」、「嫌い

な食べ物だから」がそれぞれ 2名で全員男

子であった。

２．練習中や試合中に、水分を摂る必要があ

ることを知っている割合が男女ともに高い

値を示した。一方、熱中症の症状を知って

いる割合は、男女ともに低い値を示した。

３．練習中や試合中の水分摂取状況では、「喉

が渇いたら飲む」が最も高く、次に「こま

めに摂る」、「あまり飲まない」の順に、高

い値を示した。「全く飲まない」は 0 名で

あった。

４．摂取する飲料は、水道水が最も多く、次

にスポーツ飲料が多かった。

５．練習中や試合中に「くらくらしたことが

ある」が 13 名おり、ポジション別では、ピッ

チャーが最も高い割合を示した。
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